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論文内容の要旨
本論文は、 1066年のノルマン・コンクエスト以後、 13世紀にいたるまで、イングランドおよびその周
縁世界の歴史がいかに展開したのかを、特に「ネイション」をキーワードに検討する試みである。なお
標題にある「ブリテン諸島史」という言葉で通例意味されるのは、大ブリテン島とアイルランドおよび
その他の周縁の島々の関係史であるが、本論文ではそれに加えて、これらの地域の歴史にこの時代深い
影響を与えたノルマンデイを扱った章も含めていることを、最初に断っておく。
さて、ノルマン・コンクエストが、英国史上文字通りエポック・メイキングな事件であったことは、
いうまでもない。それを通じて、何がいかに変わったのか、また何が変わらなかったのかを巡り、多種
多様な議論が積み重ねられてきた。その中で、前世紀後半以降の研究潮流で注目に値する点は、イング
ランドをそれのみとしてとらえる視界で欠落するものに注意があつまり、ノルマンデイなど大陸の諸地
域との関わり、またブリテン諸島の諸地域(いわゆる「ケルト的周縁J) との関わりが注目されるよう
になったことがある。本論文の特徴は一言で言えば、こうした大きな潮流を意識し、先行研究の知見を
踏まえて、個別の史料に即するかたちで、とくに「ネイション」意識のあらわれとその変遷の諸相を明
らかにすることにある。なお、ここでの「ネイションJ とは、「国家を形成し、ないしは形成していた、
あるいはそのような意図をもつかそうした記憶を共有する共同体」を考える。現在のブリテン諸島世界
での「ネイション」は、イングランド、スコットランド、ウェイルズ、アイルランド(の民)をいい、
本論文で扱う時代は、それら相互関係の基礎が形成された時期として、研究史の中でおおきな注目を集
めている。以下、各章および補論の内容のあらましを述べる。
第 l 章「二人の年代記作者はイングランドとノルマンデイをいかにとらえたか一一オルデリクス・
ヴイタリスとウィリアム・オヴ・マームズベリの場合一一」は、 1066年以降のイングランド史をイン
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グランドの枠組みのみの中で考えることの不備を説き、イングランドとノルマンデイ、さらにその周縁
諸地域の歴史を、「同化J 1融合」をキーワードに描こうとしたル・パトゥーレルらの所説をうけ、同時
代人はそのような見方をしていたのかどうかを、叙述史料に即して検討した。具体的には、 11世紀後半
から 12世紀前半に生き、ともに大陸人とイングランド人の「混血」であり、かたやイングランドの修道
院、かたやノルマンデイの修道院で歴史叙述に従事した、ウィリアム・オヴ・マームズベリの『イング
ランド諸王事績録j r現代史J とオルデリクス・ヴイタリスの『教会史』を、「王国J 1われわれJ 1 うち・
そと」などに関わることばの指示対象の面から分析した。一部の先行研究で強調された、イングランド・
ノルマンディをひとつのものとしてとらえることが、 12世紀前半に著述を行った年代記作者たち自身に
はあまりみられず、イングランドとノルマンデイに住む人々は一体としてとらえられなかったと確認し
た。双方の民の「通婚」等は、双方をあわせた地に帰属意識を持つ人間集団を生まなかった。一方、地
縁にひかれる形で「イングランド人」などのことばの指示対象が変化したり、あるいは地縁に基づく形
で意識の中の「われわれ」が構成されることも観察された。本文中で、「ここでわれわれは、同時代人
の心中において「均質化」進展を抑制する力の作用する層…に行き当たっているとも言えるのではない
だろうか」と述べているが、換言すれば、「イングランド(人)J というネイションの意識は強固なもの
としてあり、それ自身は保持され続けるが、誰が「イングランド人J なのかは変化するのである。なお
本章には、ル・パトゥーレルやホリスターの説と、それに留保を加えるベイツやグリーンらの説とを整
理し、総体的に紹介して議論の流れを考えることを主たる内容とする 11アングロ・ノルマン王国論J
のゆくえ」を補論 l として配し、第 l 章の議論の背景を理解する一助とした。
大陸のノルマンディと、ブリテン島のイングランドに主として焦点を当てたここまでの議論に対し、
以下の諸章は、ブリテン諸島内のネイション意識がいかに持たれ、現れ、また変化したのかを検討する。
こうした、イングランド(とノルマンディ)を超える動きについては、ル・パトゥーレルもそれを考察
することの重要性を指摘しながら、彼自身はそれを十分行えなかった。一方では、とくに1990年代以降
の研究潮流で、ブリテン諸島史もしくはブリティッシュ・ヒストリーという新しい枠組みの持つ可能性
が認識され、開拓されてきた。とくに、ブリテン諸島史研究上、 11~13世紀は、今日に至るブリテン諸
島内のネイション相互関係の基礎が形成された時期として、大きな注目を集めている。以下の諸章もこ
うした研究史上の流れに搾さし、またそれへの独自の貢献を志すものである。
第 2 章「ジエラード・オヴ・ウェイルズのウェイルズ、そしてアイルランド」は、ノルマン・コンクエ
スト以後の「ケルト的周縁」への進出がもっとも早く、また確固たるものとして展開した、南部ウェイ
ルズに生を享けた人物ジエラード・オヴ・ウェイルズに着目する。第 l 章で分析の対象としたオルデリ
クスやウィリアム同様、ジエラードもまた、大陸からこの地に定着した者とウェイルズに昔から住む者
との「混血J であった。 12世紀後半にイングランドや大陸で学問を学び、その文物に親しんだジエラー
ドはイングランドの国王に仕えるようになる。彼が、カンタベリ大司教の十字軍勧説に同行したり、ま
た親類の出軍に同行したりしてアイルランドやウェイルズに赴き、その後にものした著名なテキスト群
『ウェイルズ巡行記j rウェイルズの概略j rアイルランド地誌』を通し、これらの地とネイションに向
けられたまなざしを具体的に検討した。ウェイルズの呼称は「カンブリア」が正しく、軽蔑的なひびき
を持つ「ワリア」は不適切である、とジエラードは述べているが、じっさいにはその著作の中で、また
平気で「ワリア」を用いている。本章では、「ワリア」が「アングリア」との関係において存在する概
念であり、用語であること、それゆえに、ジ、エラードが不当な言い方と承知しながらもまた時折「ワリ
ァ」を用いているのを見るときに、彼が自分を「アングリア」の民の、つまりイングランド人・ノルマ
ン人たちの側においていること、彼がこうした名称の採用において常に意識的であったかどうかは疑わ
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しいが、無意識に「ワリア」を用いていた場合もあると考えて正しいならば、それだけ「アングリア」
側に自らをおく彼の意識は、根深かったといえること、以上を指摘した。ジ、エラードの著述からはまた、
彼がウェイルズ・アイルランドを、さまざまな長所を持ち、驚異を生みつつも、イングランドや大陸よ
り、政治・経済・宗教などさまざまな面で、劣っていると認識したこと、とくにアイルランドは「野蛮」
視され、当時の「東方」のイメージとの関わりも意識されたことが見て取れた。本章ではさらにそれと
関連して、プレスター・ジョン伝説や、十字軍思想などとの関わりについても、あわせて言及した。な
お、本章には補論 2 として「ウェイルズ中世史料にみるネイション呼称J を配し、中世ウェイルズ人を
いう言い方とその変遷とをデイヴイスやプライスに依りつつ紹介したのち、ウェイルズの年代記『ブ
ルート J において、同時代のウェイルズ人が、自分たちだけでなく、イングランドほかその周縁世界を
もいかに認識してきたかに関する情報をまとめ、提供している。
第 3 章 irケルト的周縁』の民と『野蛮人J 一一ウィリアム・オヴ・ニューバラとその影響源を中心
に一一」は目をブリテン島北部に転じ、前章で着目した「野蛮(人)J をキーワードとして、 12世紀後
半の北部イングランドに生きたイングランド人修道士ウィリアムが、さらにその北のスコットランド王
国のネイションなどをいかに認識したかを、その歴史叙述『イングランド人の出来事の歴史』に探り、
その思想的系譜とともに、考察した。ウィリアムも、アイルランド人、スコット人、ウェイルズ人といっ
た、いわゆる「ケルト的周縁」のネイションを見るときに、「野蛮」を意識することが確認された。ウィ
リアムの作品を読んで、感じられるのは、こうした人々は話題にのぼるたびに、ほとんど例外なく「野蛮
人」と呼ばれたり、その「野蛮さ」が指摘されていることである。彼の精神世界の中ではこのイメージ
が固定観念化されているといえる。さらに、こうした考え方が何に影響を受けているかを考えてみると
き、先行研究が指摘するベーダやウィリアム・オヴ・マームズベリなどよりは、同じイングランド北部
の、先行する著述家たち、すなわちリチヤード・オヴ・ヘクサム、エイルレッド・オヴ・リーヴォ、そ
してジョン・オヴ・ヘクサムの影響力が大きいと結論づけた。一方で、こうした北部の著述家たちによっ
て、かつてはスコットランド王の下に多様なネイションがあると述べられていたが、時代が下るとそれ
らが「スコット人」という表現に収飲していくことも析出された。これは、第 l 章で見た「イングラン
ド人」というネイション意識の変化とも類似していると考え得る。
つづいて、第 4 章「イングランド宮廷と『ケルト的周縁』一一ロジャ・オヴ・ハウデンに着目して
一一」では、やはり 12世紀後半の北部イングランドと深い関わりをもちながら、国王宮廷勤務を通じて、
スコットランド王国の要人とも接触する機会のあった聖職者ロジャが、スコットランドやウェイルズ、
アイルランドのネイションをいかに見ていたかを、その著作『ヘンリ 2 世事績録』と『クロニカ』から
考察した。また本章では、ロジャの叙述を通し、中世ブリテン諸島史の構成要素として特異な位置を占
めるギャロウェイのあり方にもまた着目した。ここではまず、ロジャの足跡を追う中で、イングランド
と「周縁」諸地域の戦時・平時における交渉の諸相を具体的にたどった。たとえば、彼が証人の一人と
なっている「ファレーズ条約」は、 1174年のスコットランド王の捕囚を受けて締結されたものであり、
これによってスコットランド王は、イングランド王からスコットランド王国を封土として保有すること
となり、スコットランド王国の聖俗諸侯もイングランド王を上級君主として、彼に忠実であるべきこと
が定められた。リチヤード l 世がイングランド王に即位したのちこれは、 2000マークの支払いを代償に
取り消されたため、固定され永続する関係にはならなかったが、事実の記憶は長く保持され続けた。こ
れ以後スコットランド王や王弟は、イングランド王の命を受けてイングランドでの評議会に頻繁に参加
したり、クリスマスの宮廷に伺候したりする。 86年にも呼び出しを受け、ヘンリ 2 世の小封臣の娘をス
コットランド王妃とする提案をされた。同年ウッドストックで聞かれた結婚の祝宴にはイングランド・
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スコットランド王国の聖俗諸侯が集まり、ヘンリは宴のために 4 日間宮廷をウィリアム獅子王にひきわ
たして、必要なものもすべて供給した。リチヤード 1 世の戴冠の際には、スコットランド王やその弟が
参列し、太万持ち役で行列に加わっている。このように、諸儀式や婚姻のとりきめ、宴会などを通じ、
イングランド王家とスコットランド王家とが結びつきを強める(ただし対等な関係ではない)場とし
て、イングランド宮廷は、あった。前述の戴冠式の詳細のほか、スコットランド王がイングランドを訪
れる際に、イングランドの聖俗諸侯が国境から王のもとまでリレー式に彼をエスコートするその順(の
一部)を伝えたり、イングランド滞在中スコットランド王一行に提供されるべき糧食などの詳細な規定
を伝えたりなど、ロジャの歴史叙述は、同時代史料中特異かつ貴重である。それらを通じて、このよう
に、さまざまなかたちでイングランドがブリテン諸島に宗主権を浸透させていくさまを、ここでは確認
した。またそれを反映してか、ロジャの記述には「イングランド中心主義」的表現も見られるが、一方
では、特に直接かかわりをもった地域の個性・特殊性については、それを冷静に、また肯定的にとらえ
る目もあった。第 2 . 3 章で見た、蔑み・野蛮視のみが、「ケルト的周縁」のネイションを見る特徴で
はなかったわけで、ある。また統合途上のスコットランド王国における、ネイション構成の多様性の一旦
も、ここから窺い知ることができた。
なおこれら 2 章で、扱ったスコットランド王国に関しては、補論 3 rスコットランドの形成と国王たち」
において、 6 世紀頃から「独立戦争」期に至るまで、とくにイングランドと密接な関係を結ぶ中で、ネ
イションが形成され展開する過程をたどった。
第 5 章 rrマンと諸島の王国」史論」は、これまで主として着目してきたイングランド・スコットラ
ンド・ウェイルズ・アイルランドという、今につながるネイションではなく、それらの中にあって王国
としての独立性を一時享受したが、 13世紀にそれを失うに至る島興域の歴史を、その内外のまなざしか
ら、つまり 13世紀の『マンと諸島の王の年代記J および周縁諸地域の年代記や証書などを利用して、再
構成する試みであった。こうした、今に残らない存在もまた、それを含み持った歴史世界の特性を考察
する上では着目に値するものといえる。ここではまず、『マンと諸島の王の年代記』に詳しい記録が残る、
11世紀のゴドフリ・クローヴァン王以前の歴史をたどり、「諸島の長J もしくは「諸島の王」の下、「マ
ンと諸島の王国」は、このときすでにある程度のまとまりをもち、場合によってはアイルランドやブリ
テン島の一部と同一の支配者をいただくときもあったことを確認した。とはいえ、われわれが現在「国」
というとき暗黙の前提としがちな、比較的高度の凝集性をここに求めるのは時代錯誤である。なお、埋
蔵貨幣が豊かに出土することでも名高いマン島の、最新発掘物の古銭学情報もここで紹介した。つづい
て、上述の年代記を主として利用し、ゴドフリ以降の歴史を展望した。ギャロウェイやアイルランド、
ウェイルズなど周縁諸地域との協同・連携などを模索しつつも、王国は内部対立で分裂したり、また力
をいや増す近隣のイングランド・ノルウェイに支配される度合いが強くなり、結局は、スコットランド
に併合されるに至る。史料の分析から、この間「諸島」のまとまりから、「マンと諸島」という表現へ
の移行(為政者レヴェル)もしくは両者の併存(年代記作者)が跡づけられたが、見方をかえれば「マ
ン」が分離され具体的に表現されるようになった、ということでもある。 12世紀半ばにヘブリデイーズ
諸島は、それまでの「諸島の王」の家門とサマレッドの家門とで分割され、マル島やアイレー島のよう
なマンに近い島々は、サマレッド側のものになった。「王」の方に残ったルイス島やスカイ島などはこ
うしたサマレッドの所領の、(マン島から見れば)向こう側に位置していた。さらにたとえば、ルイス
島は貧しく、 13世紀のオーラフ王は若き日に、この島の領有を兄王に認められただけでは自らと兵たち
とを養うことが出来なかった。『マンと諸島の王の年代記』は、ルイス島では農耕がおこなわれておら
ず、住人がもっぱら狩猟と漁労とで生計を成り立たせていた、と、年代記作者が生きる、おそらくはマ
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ン島という環境との社会文化的相違を強調する筆致で述べている。このくだりは、第 2 章でとりあげた
ジエラードの、「ケルト的周縁」へのまなざしと共通する面がある(もちろん非農耕民を野蛮人と呼ん
で罵倒することは、マン島の年代記作者の念頭にはなかったが)0 rマンと諸島の王たちの年代記J を読
むと、とくに12世紀末以降の部分で、マン(の住人)と諸島(の住人)の違いが前提とされている記述
が見られる。イングランドの文化的影響のいやますマン島と、ヘブリデイーズとは、まったく別と理解
されるに至っていたわけではないが、一方では両者の相違がしだいに意識されるようになっていく、そ
の過程を、われわれは見ていると考えてよいのではないだろうか。
ここまで、特に第 4 章までは、同時代の叙述史料を主たる分析対象としてきたのに対し、つづく第 6
章 rrネイション・アドレス」考(1) J、第 7 章 rrネイション・アドレス」考 (2) J、第 8 章 rrネイショ
ン・アドレス」考 (3) J は、非叙述史料のひとつである証書に着目した。当該期に広く見られた令状形
式の証書では、その冒頭に、発給者が挨拶する部分がある。たとえば「イングランド王スティーヴンが
彼の大司教、司教、大修道院長、伯、裁判官、諸侯、州長官、そしてフランス人であれイングランド人
であれ、イングランド全土の、彼に仕える者・家臣のすべてに挨拶する」のように。この例の「フラン
ス人であれイングランド人であれ」のように言及されるネイション呼称について、その現れ方の変遷そ
のものを、可能な限り網羅的に史料を探ってたどるとともに、その変遷の背景をも考察する、斯界にこ
れまでほとんど類のない試みがこれらの章の内容である。 (1) ではスコットランド王家(マルコム 4
世・ウィリアム 1 世時代)およびウェイルズ辺境地方のヘリフォド伯、チェスタ伯、グロスタ伯、およ
びイングランド王家(スティーヴン王時代)、 (2) ではスコットランド王家(デイヴイツド 1 世を中心
に)、ハンテインドン伯、イングランド王家(ウィリアム l 世まで、およびヘンリ 2 世(大陸関係) )、
フランス王家(フイリップ l 世・ルイ 6 世・フイリップ 2 世)、ポンテュ伯、リンカン司教、カンタベ
リ大司教、ヨーク大司教、ノリッジ司教、ヘリフォド司教、ウインチェスタ司教、パース・アンド・ウェ
ルズ司教、エクセタ司教、ウスタ司教、コヴエントリ・アンド・リッチフィールド司教、ロンドン司教、
ソールズベリ司教、チチェスタ司教、 (3) では、イングランド王家(ウィリアム 2 世とヘンリ l 世)、
ローマ教皇、ロンドン司教(続)、ウスタ司教(続)、チチェスタ司教(続)、ダラム司教、そのほかい
くつかの修道院関連文書集ほかを検討の対象とした。 1066年のノルマン・コンクエスト直後からイング
ランド宮廷で使われ始めたこのネイション・アドレスは、大陸の、イングランド王の宗主権下にないと
ころ(教皇庁やフランス王、ポンテュ伯のもと)では見られない一方、ブリテン諸島ではやがて、スコッ
トランドやウェイルズにも、また聖俗貴族の証書でも、見られるようになった。国王証書では比較的高
い頻度で用いられるが、司教もしくはそれより下の聖職者にあっては、それほどでもない。但し、ダラ
ムのような例外も存在する。国王宮廷からの聖職者の移動(司教就任など)と、ネイション・アドレス
の採用との聞に、関係を想定しうる場合が、たとえばダラムなどの場合のように、存在する。一方で12
世紀後半以降、ネイション・アドレスは下火になっていった。スコットランド王の場合など、 1170年代
以降にほとんどみられないことが、顕著に表れている。ネイション・アドレスはもちろん、 1066年以降
の、複数のネイションが共存する状況を反映したものである。イングランドで見られる「フランス人」
「イングランド人」のみではなく、ウェイルズとその近郊では「ウェイルズ人」、スコットランド王国で
は「スコット人」や「ギャロウェイ人」も挨拶の対象となった。同内容の先行する証書の文言をただ写
したためにネイション・アドレスも書き写されたらしい、あるいは何のためにネイション・アドレスが
書かれたのか理解しがたい、そのような場合も存在する。一方で、発給者の政治的メッセージをネイショ
ン・アドレスから読み取りうる場合もあった。たとえば、「ギャロウェイ人」とかかわりのない内容の
証書で彼らに挨拶するスコットランド王からは、自らの王国がギャロウェイ人をもふくむものとアピー
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ルしようとする姿勢が見て取れるし、ウェイルズを失ったのちもウェイルズ人に挨拶する(もしくは、
失ったのちにいっそう頻繁にそうしている)ヘリフォド伯家は、旧領回復にむけてのメッセージをここ
に込めていたのかもしれない。なぜこのアドレスが下火になるかは難しい問題であるが、ひとつにはた
とえばイングランドの場合、「同化」の進行によって「フランス人」と「イングランド人」の区別がま
すますっけにくくなっていくことに理由を求めうるのではないだろうか。この点は第 l 章で指摘したこ
ととも関わりを持つし、またスコットランドについて、第 3 章で指摘したこととの関連も想定される。
つまり、ネイション観念の変化(多様性の収数)との連動である。
「ノルマン・コンクエスト以後、 13世紀にいたるまで、イングランドおよびその周縁世界の歴史がい
かに展開したのかを、特に「ネイション」をキーワードに検討する」という本論文の目的は、こうして
各章を積み重ねる中で果たされたものと著者は自負している。
最後に、若干の用語についてことわっておく。「アングロ・サクソンJ 1アングロ・ノルマンJ 1アン
グロ・フレンチ」など内外の研究文献でよく用いられる用語・概念は、前者はイングランドの1066年以
前の時代、またそこに生きた人々とその末育、後 2 者は 1066年以後、イングランドの主たる支配層と
なった人々やその言語等々を言うのに用いられるが、同時代にはほとんど用いられていない。本論文で
は特に「人」に対し、先行研究で使用されている場合を紹介する他は、基本的にこれらの言葉を用いな
いか、「イングランド人」などの史料用語を併記するよう心がけた。また補論 3 で述べたように、この
時期、今日の「スコットランド」に歴史的につながってくる王国は存在していたが、ラテン語の“Scotî'
はそのー構成要素との認識だったので、これは「スコットランド人J とはせず、「スコット人」と述べ
る一方、上記の王国及びその国王は「スコットランド王国J 1スコットランド王」と標記している。
論文審査結果の要旨
本論文は、 1066年のノルマン・コンクエスト以後13世紀に至るまでのブリテン諸島史を対象に、イン
グランドおよびその周縁世界の歴史がいかに展開したのかを、とくに「ネイション」をキーワードに考
察したものである。全体は、 8 章と 3 つの補論から構成されている。
第 l 章「二人の年代記作者はイングランドとノルマンディをいかにとらえたか」は、 12世紀前半には
イングランド・ノルマンディをひとつのものとしてとらえることがあまりみられないこと、その一方
で、地縁に基づく形でイングランド内のイングランド人、フランス人をあわせて「イングランド人」と
称された如くネイションの指示対象が変化することが明らかにされた。第 2 章「ジエラード・オヴ・
ウェイルズのウェイルズ、そしてアイルランド」は、この年代記作者が、ウェイルズ、アイルランドを
イングランドや大陸・ノルマンデイより政治・経済・宗教などの面で劣っていると「区別して」認識
(さらには後者を野蛮視)していたことを明らかにした。第 3 章「ケルト的周縁の民と野蛮人」では、
12世紀後半の北部イングランドに生きたイングランド人修道士ウィリアムが、ケルト的周縁のネイショ
ンを野蛮視していたこと、その一方で、スコットランド王のもとにかつてあった多様なネイションが時
代が下ると「スコット人」という表現に収飲していくことが確認された (1同化」過程の進展)。第 4 章
「イングランド宮廷とケルト的周縁」では、 12世紀後半の北部イングランドと深い関わりを持つ聖職者
ロジャの著作により、イングランドと周縁諸地域の交渉の諸相をたどり、イングランドが様々な形で、
ブリテン諸島に宗主権を浸透させていくさまが確認される。第 5 章「マンと諸島の王国史論」では、今
につながるネイションではなく、それらの中にあって王国としての独立性を一時享受したが、 13世紀に
-706-
それを失うに至る島興域の歴史がその内外のまなざしから再構成された。第 6~8 章「ネイション・ア
ドレス考(1) ~(3)J は、「フランス人であれ、イングランド人であれ」のように言及されるネイション
呼称について、その現れ方の変遷そのものを証書史料に探ったもので、たとえばイングランドでは「同
化」の進行により「フランス人」と「イングランド人」の区別がますますつけがたくなっていったこと
により、 12世紀後半以降ネイション・アドレスは下火になっていくことが明らかにされた。
本論文は、年代記や証書類などの浩i翰な史料を網羅的に分析し、 11~13世紀の「ブリテン諸島史」に
おけるネイション意識の現れとその変遷の諸相を明らかにした。その考察は、高度に実証的であって、
多くの新たな見解を含み、ブリテン諸島史研究を大いに進展させ、斯界の学問的発展に大きく寄与する
ものである。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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